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〈写""ま昨年の花菖繍です)

ぜひ 御観賞下さい

優雅で豪華な
大村公樋の花高精(約85種)11.益事ごとに健やかさ

を吻し 毎年 SA10目前後から νーズンに入るために

県内外からの観賞客の巨を楽しませようと、いまお化

粧の.中です.

E量U4年 0599年)第1代大村，.主大村事前が 乙

の地''1ぇ“械を築いたときの長剣の跡で江戸、1m'*-か

ら集められた約3000憐がいっせいに花を咲かせます.

御家族ずれで御盟賞下さい.

花 蒲

大村公園

毎月 18・15日発行 " 発行員折/大村市役所

圃岡田圃"山舗'-'剛圃闇盟世噛岨・副1

編集/鶴谷広報錬 印刷所/九州凸版橡式会社
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地方税法一部改正

所得控除引上げ

昭
和
五
十
二
年
度
地
方
税
法
が

一
部
改
正
に
な
っ
た
の
で
、
そ
の

主
な
も
の
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

市
県
民
税

ω
基
礎
控
除
な
ど
の
引
上
げ

十
九
万
円
(
現
行
)

二
十
万
円
(
改
正
)

配
偶
者
控
除

十
九
万
円
(
現
行
)

二
十
万
円
(
改
正
)

扶
養
控
除
十
七
万
円
(
現
行
)

十
九
万
円
(
改
正
)

老
人
扶
養
控
除十

九
万
円
(
現
行
〉

二
十
万
円
(
改
正
)

配
偶
者
の
い
な
い
世
帯
の

一
人
目

十
九
万
円
(
現
行
)

二
十
万
円
(
改
正
)

凶

障

害
者
、
寡
婦
控
除
な
ど

川
障
害
者
控
除
、
老
齢
者
控

除
、
寡
婦
控
除
及
び
勤
労
学
生

控
除
を
そ
れ
ぞ
れ
十
八
万
円

(
現
行
十
六
万
円
)
に
引
上
げ

る
と
と
も
に
、
特
別
障
害
者
控

除
が
二
十
万
円
に
引
上
げ
ら
れ

ま
し
た
。

同

障

害
者
等
の
非
課
税
限
度

額
の
引
上
げ

障
害
者
、
未
成
年
者
、
老
齢

基
礎
控
除

一

耳

と

こ

と

ば

の

相

談

日

…

(

毎

月

第

3
土

曜

日

A

午

後

1
時

i

4
時

~

唱
福

祉

セ

ン

タ

ー

ム

来

規
友
会
発
足
初
周
年
記
念

都
山
流

者
及
び
寡
婦
の
非
課
税
限
度
額

が
八
十
万
円
(
現
行
七
十
万
円
)

に
引
上
げ
ら
れ
ま
し
た
。

法
人
市
民
税

法
人
市
民
税
の
均
等
割
が
、
事

業
終
了
昭
和
五
十
二
年
四
月
一
日

以
降
分
よ
り
つ
ぎ
の
と
お
り
引
上

げ
ら
れ
ま
し
た
。

年
額
二
万
四
千
円
(
現
行
)

八

万

円

(

改
正
)

年

額

一

万

二

千

円

(

現
行
)

二
万

四

千

円

(
改
正
)

年
額

七
千
二
百
円
(
現
行
〉

八

千

円

(

改
正
)

軽
自
動
車
税

今
回
の
改
正
で
同
一
市
町
村
内

で
、
所
有
者
の
変
更
が
あ
っ
た
場

合
に
お
い
て
は
月
割
課
税
は
行
な

わ
な
い
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

例
え
ば
、
年
度
中
途

で
所
有
者

の
変
更
が
あ
っ
て
も
年
度
末
に
所

有
者
の
変
更
が
あ
っ
た
も
の
と
み

な
さ
れ
、
軽
自
動
車
税
は
年
度
当

初
の
所
有
者
に
全
額
課
税
さ
れ
ま

す。
し
か
し
、
官
公
庁
の
軽
自
動
車

を
一
般
の
人
が
買
受
け
た
場
合、

及
び
他
市
町
村
へ
異
動
が
生
じ
た

場
合
は
従
来
ど
お
り
の
月
割
課
税

で
す
。な

お
五
十
三
年
度
規
制
適
合
車

に
つ
い
て
は
、
五
十
二
年
度
に
限

り
五
十
一
年
度
改
正
前
の
税
率
を

適
用
さ
れ
優
遇
措
置
が
な
さ
れ
ま

す。電
気
税
同
ガ
ス
税
の
免
税
点
の
引

上
げ

電
気
税

二

千

円

(

現

行

)

二
千
四
百
円
(
改
正
)

四

千

円

(

現

行
)

四
千
八
百
円
(
改
正
)

以
上
は
、
主
な
改
正
点
の
み
を

掲
載
し
て
い
ま
す
の
で
、

詳
し
く

は
税
務
課
に
お
尋
ね
下
さ
い
。

ガ
ス
税

納

税

組

合加

入

納
税
組
合
は、

市
内
各
地
域
に

設
立
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
十
世
帯

以
上
で
市
税
を
と
り
ま
と
め
て
納

入
さ
れ
ま
す
と
組
合
を
設
立
す
る

こ
と
が
で
き
、
ほ
う
賞
金
が
交
付

尺
八
演
奏
会

5
月
幻
自

-V
生仇

1ν

よ
』
つ

さ
れ
ま
す
。

納
税
組
合
に
入
っ
て
い
る
と
忙

し
い
か
た
も
、
ま
た
遠
く
の
か
た

も
、
み
ず
か
ら
役
所
な
ど
ま
で
納

め
に
ゆ
く
必
要
も
な
く
、
つ
い
忘

(
土
)
午
後

6
時
開
演

十 動
四車昭
日税和
にの五
発 納 十
送脅税二
しg通年
ま知度
し 書 分
たをの
ω 五軽

月 自

らか
税らも
務 なし
課 い 届
へこか
おとな
たがか
ずあっ
ねり た
下 ま り
さし
いたわ

軽
自
動
車
税
の
納
税
通
知
書
を
発
送

れ
て
滞
納
す
る
乙
と
も
な
く
な
り

ひ
と
り
で
に
納
税
で
き
る
方
法
で

す。
ま
だ
設
立
さ
れ
て
い
な
い
町
内

会
、
職
場
な
ど
ま
た
は
、
加
入
し

て
い
な
い
方
は
組
合
に
加
入
し
安

心
で
き
る
納
税
に
ど
協
力
く
だ
さ

、。
'hv 

納
税
組
合
設
立
(
更
新
)
届
は

各
出
張
所
、
市
税
務
課
に
あ
り
ま

す
。

※
詳
し
い
こ
と
は
市
税
務
課
に
お

た
ず
ね
く
だ
さ
わ
。

五
月
は
軽
自
動
車
税
の
納
税
月
で

す。

設
備
近
代
化

設

備

譲

渡

資

金

を

融

資

「
設
備
近
代
化
資
金
」

こ
の
制
度
は
中
小
企
業
者
が
企

業
の
振
興
を
図
る
た
め
、
設
備
を

近
代
化
し
、
合
理
化
し
よ
う
と
す

る
場
合
に
無
利
子
で
貸
付
け
る
制

度
で
す
。

対
象

県
内
で
一
年
以
上
事
業
を

営
ん
で
い
る
人

期
間

五
年
以
内
(
一
年
据
置
)

限

度

額

設

備
設
置
費
の
を
以
内

た
だ
し
、

八
百
万
円
ま
で

「
設
備
譲
渡
資
金
」

こ
の
制
度
は
、

中
小
企
業
者
が

設
備
の
近
代
化
を
行
な
う
場
合
、

要
望
さ
れ
る
機
械
を
協
会
で
購
入

し
、
こ
れ
を
割
賦
返
済
で
譲
渡
す

る
制
度
で
す
。

対
象
従
業
員
二
十
人
以
下
で
一

年
以
上
事
業
を
営
ん
で
い
る
人

償
還
期
間

四
年
年
賦

(半
年
据

置
)

利

息

年

五
Mm

貸
付
限
度
額

千
二
百
万
円
以
内

(
新
品
の
機
械
購
入
の
場
合
)

※
詳
し
く
は
、
商
工
会
議
所
ま
た

は
市
商
工
観
光
課
へ
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一

国

保

相

談

一

で，.、、

にー

存

じ

交
通
事
故
の
け
が
で

国
保
を
使
用
で
き
る
か

り

交
通
事
故
、
け
ん
か
な
ど
第
三

者
行
為
に
よ
る
け
が
の
た
め
病
院

な
ど
に
か
か
る
場
合
は
、
国
保
で

も
診
療
が
で
き
ま
す
。

乙
れ
は
本
来
、
加
害
者
が
負
担

す
べ
き
医
療
費
を
.
国
保
が
一
時

か
わ
っ
て
支
払
う
も
の
で
、
あ
と

で
国
保
が
加
害
者
に
治
療
費
を
請

む

(
婿
)
の
相
談
は

各
地
区
農
協
支
所
長
さ
ん

険
の
扱
い
は
う
け
ら
れ
ま
せ
ん
か

ら
、
治
療
費
は
自
分
で
全
額
支
払

う
乙
と
に
な
り
ま
す
。

乙
の
場
合
あ
と
で
療
養
費
支
給

申
請
を
さ
れ
る
と
、
か
か
っ
た
治

療
費
の
七
割
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

手
続
き
に
は
、
治
療
費
を
支
払

っ
た
領
収
書
と
診
療
内
容
明
細
書

が
必
要
で
す
。

手
続
き
は
保
険
年
金
課
で

こ
ん
な
と
き
こ
ん
な

給
付
が
う
け

b
れ
る

パ
下
表
の
と
お
り
)

ま
た
は
農
業
委
員
さ
ん
ヘ

そ の 条 件

県
の
敬
老
年
金
受
給
申
請

6 

(市長に目録を渡される津島さん)

ミ居し長の
3長た)貞四 . ~ 
?と「さ松月 沼町
しめ ん時二 守宅
てがは計十 まコr

J招 ね、庖 三 γJ 
fかの上(日 1:-
れ貞駅貞、 ，-

fた松通松本 E4r 
v女」り豊町 ::z::子・
1優のに二二 ノ、 ¥i' 

、ー開郎丁 l-I- -:.L. 

3津日居社目 ~ -r 
:高二てを島 霊 4ニ:
J木台下訪恵 完毎 '-
J市とさ間子 疋~
f長顕 いささ 会事
:: I乙 徴」れん 里見
f贈鏡 と -と +-r 
:ら五、 「 一 IOo 
3れ台天教緒 J.:' 
3まの体材 lζ ι-
2し目望 l乙市
三た録遠役役

おお

で

す

カ=

くどの:害・保 求
だ)住届・で万す
さを所(診ーる
い 保 、 被 療 、 乙
。険氏害す交と
年名者る通 i乙
金、の場事な
課被氏合故り
に害名はにま
提の 、必・あす
出状加ず・つ。
し況害、て
てな者被・国

旅
行
中
の
急
病
に
よ
る

診
療
費
は
ど
う
な
る
か

被
保
険
者
証
が
な
け
れ
ば
、
保

月

羽

田

ま

て

県
の
敬
老
年
金
は
九
月
一
日
が

基
準
日
に
な
り
ま
す
が
、
次
の
各

号
に
該
当
す
る
人
は
福
祉
課
で
申

請
の
手
続
き
を
し
て
下
さ
い
。

一
、
日
本
国
民
で
あ
る
人

二
、
明
治
三
十
一
年
四
月
二
日
か

ら
明
治
三
十
三
年
九
月

一
日
ま
で

に
生
ま
れ
た
人
で
市
内
に
居
住
し

て
い
る
人

七
十
九
歳
以
上
で
い
ま
ま
で
に

県
敬
老
年
金
を
う
け
て
い
る
人
は

ど
う
ぞ

申
請
の
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

な
お
、
受
給
権
者
で
死
亡
さ
れ

た
人
は
長
崎
県
敬
老
年
金
証
書
を

添
え
、
遺
族
の
人
が
届
け
出
て
下

はり、灸の施術費
そ

Il こんなとき lこのようなお付が |

療|病気になったとき !被保険者はかかった|病院、診療所の窓口

食 1 1- ...l-~ ~ 1 .1._ 1 ~費用の 3 割を支払い|
の|ケガをしたとき I ::/)~"~ ~. r :J ~;-J)~~Iへ被保険者証を提示
給 I -"~~'-~~ 残り 7 割を国保が負|

|付i歯がいたむとき |担します |する乙と

i旅行中の急病などでl審査のうえ、決定し|i Jた額の 7割について|事情をよく審査した
養|被保険者証が使えなj払い戻しがうけられ|
費|かったとき lます |つえで支給します。

~I歩行不能、または困医師の指示があったlip-付添 [ 
|看護婦、移送のため 向 上 |事晶に国保

か!の費用 うけてくだ
ら|あんま、はり、灸、 B L I V..J r V ch"  V 0-:.; '" ..'l<' '" I 向 上 iあんま、は

い|宵折ーなど、柔道整復 1，柔道整復についてJ
戻|師の施術費 1 tは療養の給付方式)1医師の同意
と|コルセットなどの補手1-/ V "- ， I 'o-<-VJ  Tff.ll 医師の理由

長|装具、輸血のための| 向 上 1 

け|生血代 です

]{:>t 139. UOO円をこえた分(1人

念[39.000円以上支払つi狩吹雪子戻しが|
| |機関の医療費

たとき 1 (高額療養費

[はり、灸施術1曲目|指定した錨灸院に

|っき仰を国保がl
lかぎります負担します l 

|助産費として 1 

160，000円が支給され|

lます | 

他|力日入者が亡くなられ|葬祭費として | 
115，000円が支給され|

lます | 

子どもが生まれた
の|

とき

|たとき

さ
い
。

申
請
手
続
に
は
印
鑑
を
持
参
し

て
下
さ
い
。

原
爆
諸
手
当
受
給
権
者
は

所

得

税

額

所
得
税
額
の
届
け
出
に
つ
い
て

は
、
五
月
.
二
十
一
日
ま
で
に
、
市

を
経
由
し
県
知
事
に
提
出
す
る
こ

と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

特
別
手
当
、
保
健
手
当
、
健
康

の

届

け

出

を

管
理
手
当
を
受
給
さ
れ
て
い
る
被

爆
者
の
方
は
、
五
月
十
六
日
か
ら

福
祉
課
社
会
係
の
窓
口
に
、
「
手

当
証
書
」
、
「
印
鑑
」
を
持
っ
て

届
け
出
を
済
ま
せ
て
く
だ
さ
い
。
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(4) り

考え直そう

むおお市政だより

見直そう

水の大切さを

水道週間(6月1日---1日)

全
国
的
に
第
十
九
回
水
道
週
間

が
展
開
さ
れ
ま
す
。

今
年
度
は
新
た
に
国
土
庁
に
お

い
て
「
水
」
の
大
切
さ
を
全
国
民

に
認
識
し
て
い
た
だ
く
た
め
、
六

月
一

日
か
ら
七
日
ま
で
、
「
水」

の
週
間
が
発
足
い
た
し
ま
す
。

水
道
部
で
は
、
水
道
週
間
中
、

皆
さ
ん
が
毎
日
飲
ん
で
お
ら
れ
る

水
道
水
が
、
ど
の
よ
う
に
し
て
つ

く
ら
れ
て
い
る
か
、
浄
水
場
の
見

雪
と
大
切
な
水
が
漏
水
し
た
場
合

簡
単
に
修
理
出
来
る
パ
ッ
キ
ン
取

替
え
の
実
演
講
習
を
計
画
し
て
い

ま
す
の
で
、

多
数
の
参
加
を
お
待

ち
し
て
い
ま
す
。

婦
人
会
、
そ
の
外
一
般
団
体
見

‘.， 
.....
 
、....... ，，、
22・
.，，.d・J
、，，E'e--a、
.. Je--，，、ご
--，.，，
.2・・
、‘，=・=，‘、JE
ee，，、
=J-
、，，eeご‘
‘、a
r-
--，‘、J
-ee
a'

い
水
道
料
金
の
取
り
ま
と
め
団
体

~

γ

納
入
報
賞
金
を
お
円
に
引
上
げ
H

川一一

、

水
道
部
で
は
水
道
料
金
の
自

解
消
す
る
こ
と
と
な
り
ま
す
の
J

V

主
納
付
団
体
に
対
す
る
取
り
扱
で
、
未
結
成
地
区
(十
戸
以
上
)

-A

め
い
手
数
料
を
四
月
か
ら

一
件
三

で

は

是
非
結
成
下
さ
い。

~

ん
十
五
円
に
引
上
げ
、
水
道

料

金

だ

れ

で

も

代

表

者
と
な
れ
ま
い

川
の
納
付
団
体
の
結
成
促
進
を

呼

す

。

川

(
び
か
け
て
い
ま
す
。

詳
し
く
は
水
道
部
へ

ど
連
絡
ザ

~

共
働
き
な
ど
の
場
合
は
集
金
下
さ

い

。

(

V

又
は

納

付

に

つ

い

て

の

不

便

を

~

fe
r--
J
3・、
，ze-
-tJ
--
，
f
，---
-J
-
J
KE--t
-
t
f-
，Ed--2
3
-e--句、
--'art--=-Ja--23
-F--‘
・
L

来

農
家
の
花
嫁

(
婿
)
の
相
談
は

学
の
場
合
は
、
早
自
に
申
込
み
下

さ
い
。

水
道
部
管
理
係
(
血
三
|

一
一
二
)

0

0

0

0

0

0

 

5
月
病
発
生
に

新
学
期
が
始
ま
っ

て、

早
く
も

一
カ
月
、
進
学
、
進
級
そ
れ
ぞ
れ

希
望
と
緊
張
、
不
安
を
抱
い
て
、

子
ど
も
達
は
過
し
て
い
ま
す
。

し
か
し
、

学
校
、
学
'級
、
友
だ

ち
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
環
境
の
変

化
の
中
で
、
な
か
な
か
適
応
で
き

な
い
生
徒
が
、
五
月
に
な
っ
て
多

く
見
受
け
ら
れ
る
乙
と
か
ら
「
五

月
病
」
と
い
う
新
語
が
で
き
て
い

ま
す
。お

宅
の
子
ど
も
さ
ん
は
、
ど
う

で
し
ょ
う
か
。

親
と
し
て
、

多
忙
な
生
活
の
中

で
す
が
、
子
ど
も
の
心
情
を
十
分

読
必
と
り
、
よ
り
よ
き
家
庭
教
育

が
な
さ
れ
る
よ
う
強
く
望
み
.ま
す

⑨
特
に
次
の
事
項
に
つ
い
て
は
親

と
し
て
心
が
け
て
下
さ
い

O
子
ど
も
の
言
い
分
を
よ
く
き
さ

親
の
考
え
を
一
方
的
に
押
し
つ

け
な
い

O
ょ
く
で
き
た
兄
弟
、

姉
妹
を
ひ

各
地
区
農
協
支
所
長
さ
ん

ご
用
心
/

少
年
セ
ン
タ
ー

き
合
い
に
し
て
し
か
ら
な
い

O
し
か
る
こ
と
ば
か
り
し
な
い
で

ほ
め
る
乙
と
に
心
が
け
る

「
子
ど
も
の
成
長
に
合
わ
せ
て
、

自
由
や
独
立
心
を
認
め
て
や
る

O
親
の
体
面
や
見
え
な
ど
か
ら
、

子
ど
も
に
能
力
以
上
の
乙
と
を

強
制
し
な
い

。

「
お
前
の
た
め
に
苦
労
す
る
」

な
ど
、
グ
チ
を
こ
ほ
し
た
り
、

思
に
き
せ
た
り
し
な
い

明
る
く
楽
し
い
家
庭
づ
く
り
を

子
ど
も
と
と
も
に
つ
く
り
出
し
て

下
さ
い
。

親
も
子
ど
も
も
、
規
律
あ
る
生

活
の
出
で
、
親
と
子
の

し
ご
と

(勤
労
、
生
活
、
学
習
凶
の
話
し

を
楽
し
く
語
り
合
う
時
聞
こ
そ
、

必
要
な
時
で
は
な
い
で
し
ょ
う

ム
μ
。少

年
の
相
談
は
、
血
二
|
四
三

一
二
、
少
年
セ
ン
タ
ー
で
受
け
て

い
ま
す
。

l場日

i所時

る (
書 な
類 る
を ベ
ごく
持事
参故 i 
-f I乙 l
さ関 ! 
い係 l 
〉の

ぁ l

交
通
事
故
巡
回
相
談
の
実
施

五
月
二
十
四
日
(
火
)

午
前
十
時

t
午
後
三
時

市
役
所
市
民
相
談
室

鉄

道

事

故

の

防
止

l乙

ζ 

カ
切

『
1
1
1

力

を

鉄

道

妨

害

防

止

運

動

期

間

5
月

引

日

i

6
月

刊

日

鉄
道
事
故
は
、
本
人
は
も
と
よ

り
、
列
車
に
乗
っ
て
い
る
大
ぜ
い

の
人
の
生
命
に
か
か
わ
る
も
の
で

大
変
危
険
で
す
。

次
の
こ
と
を
守

っ
て
鉄
道
事
故

の
防
止
に
ど
協
力
下
さ
い
。

O
踏
切
で
は
必
ず
一
時
停
止
し
て

左
右
の
安
全
を
確
め
て
か
ら
通
っ

て
下
さ
い

。
警
報
機
が
鳴
り
始
め
た
ら
、
絶

対
に
踏
切
内
に
入
ら
な
い
で
下
さ

O
踏
切
上
で
車
が
動
け
な
く
な
っ

た
時
は
、
ま
ず
列
車
を
止
め
て
か

ら
、
次

κ車
を
踏
切
の
外
に
出
し

て
下
さ
い

列
車
を
止
め
る
万
法
は

川
踏
切
に
よ
っ
て
備
え
付
け
の

青
色
の
踏
切
非
常
ボ
タ
ン
を
強

ま
た
は
農
業
委
員
さ
ん
へ

ど
う
ぞ

く
押
す

凶
自
動
車
に
備
え
付
け
の
発
炎

筒
か
非
常
信
号
用
具
を
使
っ
て

列
車
に
知
ら
せ
る

。
電
車
線
は
交
流
二
万
ボ
ル
ト
の

高
電
圧
で

す

積

載
高
に
は
十
分

注
意
し
、
感
電
事
故
は
絶
対
に
お

乙
さ
な
い
で
下
さ
い

O
線
路
は
ど
ん
な
理
由
が
あ
っ

て

も
通
つ

て
は
い
け
ま
せ
ん

O
線
路
付
近
で
遊
ん
で
い
る
人
を

見
た
ら
勇
気
を
出
し
て
注
意
し
て

下
さ
い

O
レ
ー
ル
に
石
な
ど
を
置
い
た
り

列
車
に
石
を
投
げ
て
は
い
け
ま
せ

ん
、
列
車
が
脱
線
し
た
り
、
旅
行

客
が
ケ
ガ
を
し
ま
す

(長
崎
鉄
道
公
安
室
長
)
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来

農
家
の
花
嫁

(婿〉

の
相
談
は

一
土

地

開

発

…

3
千
平
方
メ
ー
ト
ル

以
上
は
届
出
を

「
土
地
を
売
買
し
た
い
」
「
畑

を
つ
ぶ
し
て
宅
地
に
」
「
山
を
聞

い
て
造
成
を」

|
|
と
お
考
え
の

あ
な
た
、
何
か
わ
す
れ
て
い
ま
せ

ん
か
、
そ
の
土
地
が
一
定
の
要
件

を
持
っ
て
い
る
と
、
勝
手
に
売
買

し
た
り
、
開
発
し
た
り
す
る
こ
と

は
で
き
ま
せ
ん
。

三
千
平
方
メ
ー
ト
ル
以

上
な
ら
開
発
前
に
届
出

都
市
計
画
法

を

土
地
開
発
規
制
の

い

ろ

い

ろ

都
市
計
画
区
域
内
で
三
千
平
方
メ

ー
ト
ル
以
上
の
「
一

団
の
土
地」

を
開
発
(
開
発
行
為
)
し
よ
う
と

す
る
場
合
、
事
前
に
市
を
通
じ
て

県
知
事
に
届
出
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。

む

一

お

じ

い

ち

ゃ

ん

可

愛

が

っ

て

ね

一

一
絞

叫ん

醸

醸

睡

眠

睡

蝿

四

月

二
十
六
日
、
都
城
市

一

織
醐
圃
瞳
置
暗
闇
醐
圏
蝿
髄
輔
(
宮
崎
県
)
か
ら
小
牛
四
十
七
一

磁
鋪

繍

繍

鶏

繍

雛

頭

(写
真
)
が
や
っ
て
き
ま
し
た
一

三

郎
鞠
鶏
総
選
鰯
機
韓
醐

乙
れ
は
今
度
で
二
回
目
で
‘

F

.

号
-
醐
噂
γLJJ
艦
購
瞳
醐
〓

一
jJ
調

v一

過
酷
踏
襲
栂
醐醐
磁

一

持

溺

藤

仁

や

機

瀦

離

農

家

の
高
齢
者
の
生
き
が
い
対

一

二

三

騒

騒

策

と
し
て
一

カ
年
飼
育
し
て
も

一

開
清
縦

J
V
簿
魁
臨
臨
輯
醗
蝿
臨
欝
ら
う
も
の
で
、

飼
育
奨
励
金
が

'

一
隅
鎚

…川ヤ

畿

鱒

顕

難

鱒

難

月

三
千
円
支
給
さ
れ
ま
す
。

一

おお

各
地
区
農
協
文
所
長
さ
ん

一
団
の
土
地

ご

団
の
土
地
」
と
は
、
一
体
と

し
て
利
用
で
き
る
一
・
ま
と
ま
り
の

土
地
の
乙
と
で
す
。

開
発
行
為

「
開
発
行
為
」
と
は
、
主
と
し
て

建
築
物
の
建
築
又
は
特
定
工
作
物

の
建
設
の
用
に
供
す
る
目
的
で
行

な
う
土
地
の
区
画
形
質
の
変
更
の

乙
と
で
す
。

詳
し
く
は
、
市
建
設
部
土
木
課
へ

お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

五
千
平
方
メ
ー
ト
ル
以

上
な
ら
売
買
前
に
届
け

出
を
国
土
利
用
計
画
法

ご
団
の
土
地
」
で
都
市
計
画

区
域
内
に
お
い
て
五
千
平
方
メ
ー

ト
ル
、
都
市
計
画
区
域
外
で

一
万

平
方
メ
ー
ト
ル
以
上
の
土
地
取
引

ま
た
は
農
業
委
員
さ
ん
へ

を
し
よ
う
と
す
る
人
は
、
事
前
に

市
を
通
じ
て
県
知
事
に
届
け
出
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

乙
れ
は
、

国
土
利
用
計
画
法
に

よ
る
も
の
で
、
届
け
出
て
か
ら
六

週
間
は
売
買
な
ど
の
契
約
を
結
ぶ

こ
と
が
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。

土
地
の
取
引
き
に
は
、
売
買
の

ほ
か
交
換
、
地
上
権
や
賃
借
権
の

設
定
な
ど
も
含
み
ま
す
。

一
団
の
土
地
で
、
当
然
、
取
引

き
面
積
が
、
一

定
面
積
を
超
え
る

と
届
け
出
が
心
要
で
す
。

ま
た
、
「
一
団
の
土
地
」
の
一

部
を
、
宅
地
分
譲
な
ど
す
る
場
合

も
、

「
一
団
の
土
地
」
が
一

定
面

積
を
超
え、

計
画
に

一
体
性
が
あ

る
場
合
な
ど
届
け
出
が
必
要
で
す

提
出
書
類
な
ど
詳
し
く
は
、

市

企
画
部
用
地
課
へ
お
尋
ね
下
さ
い

む

年

度

水

田

総

合

利

用

(
稲
転
作
)

四
十
六
年
度
か
ら
実
施
さ
れ
て

い
る
稲
転
換
対
策
並
び
に
米
の
生

産
調
整
対
策
に

つ
い
て
、

本
年
度

も
実
施
し
ま
す
。

実
施
さ
れ
る
人
は
、
五
月
二
十

の

実

施

日
ま
で
に
、

実
施
計
画
書

(確
認

野
帳
)
を
、

農
協
を
経
由
し
て、

市
農
林
水
産
課
へ
提
出
し
て
下
さ

ど
う
ぞ

「ど

存

じ

で

す

か
」

埋
・
火
葬
及
び
改
葬
を
す
る
と
き
は

埋
葬
、
火
葬
及
び
改
葬
を
行
な

う
場
合
は
次
の
こ
と
が
ら
を
必
ら

ず
守
っ
て
い
た
だ
く
よ
う
お
願
い

し
ま
す
。

-

埋
、
火
葬
に
あ

っ
て
は
、

ま

ず
医
師
の
死
亡
診
断
書
に
も
と

づ
き
、
死
亡
届
を
市
民
課
へ
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。
(
本
籍
地

が
本
市
以
外
の
と
き
は
二
通
)

2

火
葬
を
さ
れ
る
場
合
は
、
火

葬
を
行
う
時
聞
を
窓
口
に
申
し

出
て
火
葬
場
使
用
許
可
書
の
交

付
を
受
け
、
火
葬
場
に
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。

3

死
亡
時
刻
か
ら
二
十
四
時
間

経
過
後
で
な
け
れ
ば
埋
、
火
葬

で
き
ま
せ
ん
。
(
市
民
課
窓
口

で
指
導
い
た
し
ま
す
)

但
し
、
伝
染
病
に
よ
る
死
亡
に

つ
い
て
は
、
特
例
と
し
て
関
係

法
令
が
適
用
さ
れ
ま
す
。

4

葬
儀
終
了
後
、
埋
葬
ま
た
は

焼
骨
を
墳
墓
に
収
蔵
す
る
時
は

墓
地
の
所
在
す
る
地
区
の
墓
地

管
理
人
に
埋
・火
葬
許
可
書
を

提
示
し
て
か
ら
埋
葬
ま
た
は
焼

骨
を
墳
墓
に
収
蔵
し
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。

5

改
葬
を
行
う
場
合
は
、
ま
ず

市
役
所
市
民
課
に
改
葬
許
可
申

請
を
行
な
い
、

墓
地
管
理
人
の

証
明
を
も
ら

っ
た
の
ち
、
市
長

の
許
可
を
受
け
な
け
れ
ば
刑
法

に
よ
っ
て
罰
せ
ら
れ
る
乙
と
に

な
る
の
で
、
手
続
を
怠
ら
な
い

よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

各
地
区
の
墓
地
管
理
人
は
次
の
と

お
り
で
す
。

マ
三
浦
地

区

浄

土
寺

日
泊
郷
七

一
O

橋
田
村
俊

マ
鈴
田
地
区

専
念
寺

中
里
郷
一

七

八

上

野
諦
信

マ
大
村
地
区
長
安
寺

武
部
郷
四
四
八
田
中
清
厳

マ
西
大
村
地
区
本
経
寺

古
町
六

四

佐

古
亮
尊

マ
竹
松
地
区

鬼
橋
町
七
八

宮
原
寅
作

マ
萱
瀬
地
区
西
教
寺

荒
瀬
郷

一
一
二
四
田
中
孝
向

マ
福
重
地
区

妙

宣

寺

矢
上
郷
一
一
六
小
佐
々
恵
明

マ
松
原
地
区
無
量
寺

一
一
ノ
郷
五
八
井
上
隆
善
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検
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歳
児
健
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対
象
昭
和
四
十
八
年
十
一
月
生

れ
の
人
を
対
象
と
し
ま
す
が
、

同
年
五
月
か
ら
十
月
生
れ
の
人

で
、
ま
だ
健
康
診
査
を
受
け
て

い
な
い
人
。

日
時
五
月
二
十
六
日
(
木
)

午
前
九
時
三
十
分

l
十
時
三
十

分
、
午
後

一
時

t
二
時
三
十
分

場
所
市
役
所
第
一

会
議
室

料

金

無

料

※
母
子
健
康
手
帳
を
必
ず
ど
持
参

下
さ
い
。

な
お
、
現
在
、
は
し
か
、
水
ぼ

う
そ
う
な
ど
病
気
に
か
か
っ
て
い

る
お
子
さ
ん
は
、

次
回
に
お
受
け

下
さ
い
。
(
毎
月
、
第
四
木
曜
日
)

圃
妊
婦
教
室

毎
月
市
役
所
健
康
相
談
室
で
行

っ
て
い
ま
す
が
、

六
月
は
中
地
区

l月日|診療科目|医 院名 |所在地 |TELl!日i出 U 小児科 |諏訪 11仰5.22 佐藤 医 院杭出津 2-3070
後藤産婦人科松並 2-6015

5.2惜dl松井医 院ド ユ |3-6倒
橋口整形外科 竹松 5 ・873~

11岡内科 医院 (円 2-3000
田崎 医院 古 町 3-1234

|内 科 |沢田 医 院 1五 撤 1 3 
6.12外 科松尾外科医院 東本町 2-3331

皮 膚 科佐伯皮膚科医院武部 2-4330

6申dl桝 本 医 引 大jil--
貞松整形外科 東本町 3-4808

6.261 史内 1|藤井内科医院 !東本町 12-3m
渡辺 医院ーの郷 5-8275

5月・ 6月の日曜当番医
令長

規
友
会
発
足
加
周
年
記
念

都
山
流

公
民
館
で
下
表
の
と
お
り
行
い
ま

す時

間

午

後

一
時
三
十
分

t
三
時

三
十
分

場
所
中
地
区
公
民
館
(
中
央
町

パ
ス
停
下
車
)

園
こ
ん
に
ち
は

保
健
婦
で
す

六
月
の
健
康
相
談
室
の
日
程
は

次
の
と
お
り
で
す
。

妊
娠
中
の
人
、
お
子
さ
ん
の
乙

と
で
相
談
が
あ
る
人
、
血
圧
が
気

に
な
る
人
な
ど
、
ご
利
用
下
さ
い

午前9時~午後 6時

月日 19: 00"""11: 001 13: 00"""16: 00 

6月1日(水)1乳幼児相談 |妊婦教室(第1回)

6月6日(月)1妊婦相 談 |一般健康相談

6月8日制 し---------1妊婦教室(第2回)

6月15日(水)1乳幼児相談 |妊婦教室(第3回)

6月初日(月)1妊 婦 相談 |一般健康相談

6月22日{水)し _________1妊婦教室(第4回)

診療時間

も

よ

お

し

園
殉
国
者
春
季
慰
霊
祭

尺
八
演
奏
会

5
月
引
日

月 内 廿'*' 

6月1日
。はじめて母親となる心得

。妊娠中ジの実保健習)(乳房マツ

(第1回)
サーの

。映画'生命の創造，

6月8日 。育さ児せ方(赤の実ち習ゃん)の入浴の

(第2回) 。映画'スキンシップ"- i

6月15日 |。妊(貧娠血中食のの栄実養習の)とり方

(第3回) 。安妊産婦体の操ための実に習(補)助動作

自月22日 |ーと性格
。家(家族族の計幸画せ)のために

(第4回)

妊婦教室 日程表
日
時
五
月
二
十
四
日
(
火
)

午
前
十
時
三
十
分
開
式

場

所

長

崎

県

忠
霊
塔

参
列
さ
れ
る
人
の
遺
族
章
は
、

各
地
区
の
遺
族
世
話
人
を
通
じ
て

配
付
し
ま
す。

も
し
届
か
な
い
人
は
、
市
福
祉

課
ま
た
は
各
出
張
所
、
大
村
市
遺

族
会
で
お
受
け
と
り
下
さ
い
。

一
般
の
人
の
参
列
も
お
待
ち
し

て
い
ま
す
。

圏
第

η
回

良
い
映
画
を
見
る
会

日
時
・
場
所

五
月
二
十
一
日
(
土
)

川
午
後
二
時

i
三
時
十
分

福
重
出
張
所

同
午
後
四
時

t
五
時
十
分

中
央
公
民
館

(
土
)
午
後

6
時
開
演

対

象

小

学
校
全
学
年
、
中
学
生

入

場

料

無

料

映

画

「

ペ
リ
カ
ン
と
少
年
」

④
十
六
ミ
リ
・
カ
ラ

l
作
品

七
十
分
、
日
本
語
版

⑨
児
童
劇
映
画

④
ソ
ビ
エ
ト
・
モ
ス
ナ
ウ
チ
フ

ィ
ル
ム
製
作

④
ペ
ニ
ス
国
際
児
童
映
画
グ
ラ

ン
プ
リ
受
賞
外、

沢
山
の
推
薦

特
別
選
定
な
ど
を
受
け
る

解
説
中
央
ア
ジ
ア
の
い
た
る
と

乙
ろ
に
、
大
小
さ
ま
ざ
ま
な
美

し
い
湖
が
散
ら
ば
っ
て
い
ま
す

そ
の
中
で
も
、
と
り
わ
け
美
し

い
湖
の
ほ
と
り
に
、
毎
年
、
春

が
終
る
頃
、
ペ
リ
カ
ン
た
ち
が

や
っ
て
来
ま
す
。

十
二
歳
の
少
年
ワ

i
シ
ャ
は

仲
間
か
ら
離
れ
て
葦
の
聞
に
う

ず
く
ま
っ
て
い
る
一

羽
の
ペ
リ

カ
ン
を
見
つ
け
ま
し
た
。

そ
れ
か
ら
盲
目
の
ペ
リ
カ
ン
と

少
年
の
奇
妙

な
友

情
と
冒
険

が、

笑
わ
せ
、
驚
か
せ
、
美
し

い
愛
に
一棋
を
さ
そ
い
つ

h
物
語

が
展
開
さ
れ
ま
す
。

※
詳
し
く
は
市
視
聴
覚
ラ
イ
ブ
ラ

リ
1
へ
o

E

二

l
四
三
二
一

園
第

η回
家
庭
教
育
映
画
会

映

画

「
善
悪
の
け
じ
め
」

内
容
近
ご
ろ
の
非
行
は
、
低
年

齢
化
と
罪
の
意
識
の
薄
い
「
あ

そ
び
型
非
行
」
の
増
加
と
い
う

傾
向
が
あ
り
ま
す
。

そ
の
背
景
に
は
、

親
の
過
保

護
、
放
任
が
あ
る
と
言
わ
れ
ま

す
が
、
何
よ
り
も
幼
、
少
年
期

に
お
け
る
「
善
悪
の
け
じ
め
」

の
し
つ
け
の
欠
陥
が
あ
げ
ら
れ

ま
す
。乙

の
映
画
は
三
人
の
母
親
の

態
度
を
比
較
し
な
が
ら
、
わ
が

子
を
非
行
に
定
ら
せ
な
い
た
め

の
親
の
あ
り
方
を
考
え
ま
す
。

日
時
五
月
二
十
六
日
(
木
)

午
前
十
時
(
時
間
厳
守
)

中
央
公
民
館

電
話
で
中
央
公
民
館
へ

E
二
l
四
三
二
一

申場
込所
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お おむ市政だより(7) 

勢長

農
家
の
花
嫁

田
市
民
劇
場

第
羽
田
鑑
賞
会

題
名

タ
純
情
二
重
奏
4

!
大
笑
い
計
量
法
伝
伝
i

永

六

輔

、
小
沢
昭一

崇
、
内
海
桂
子

・
好
江

り

出
演
者

山
口

耳
晶
、

t
i
，刀

日
時

五
月
二
十
日
(
金
)

後
六
時
半
よ
り

場

所

市

民
会
館

入
場
料

一
般
二
千
五
百
円
、
学

生
千
円
、
小
・
中
学
生
五
百
円

内
容
日
本
古
来
の
尺
貫
法
も
メ

ー
ト

ル
法
と
併
用
し
て
い
い
じ

ゃ
な
い
か
と
言
う
永
六
輔
の
主

張
を
劇
化
し
た
時
事
風
刺
道
化

芝
居

連
絡
先

昼

事

務

局

直
三
|

三
七
二
九
(
十
時

t
六
時
〉

夜
血
二
!
六

O
七
二
(
寺
坂
)

五

l
O
一
九

O
(本
田
)

圃
シ
エ
ク
ス
ピ
ア
劇

「
尺
に
は
尺
を
」
公
演

前
売
券
発
売
開
始

六
月
十
四
日
(
火
)
公
演

「尺

に
は
尺
を
」
の
入
場
前
売
券
を
五

月
十
五
日
(
日
)
か
ら
発
売
を
始

め
ま
し
た
。

「
尺
に
は
尺
を
」
は
、
す
ぐ
れ

た
舞
台
芸
術
を
多
く
の
人
に
鑑
賞

し
て
も
ら
う
た
め
に、

文
化
庁
が

(
婿
)
の
相
談
は

午

移
動
芸
術
祭
と
し
て
巡
回
公
漬
を

し
て
い
る
も
の
で
す
。

作
品
は
シ
エ
ク
ス
ピ
ア
の
問
題

作
と
し
て
有
名
で、

岸
田
今
日
子

仲
谷
昇
、
神
山
繁
な
ど
総
勢
二
十

人
の
豪
華
キ
ャ
ス
ト
で
公
演
さ
れ

ま
す
。入

場
券
に
は
枚
数
に
制
限
が
あ

り
ま
す
の
で
、
早
自
に
お
求
め
下

寺。、。
企
発
売
所

森
竹
電
気
庖
ア
オ
パ
ラ
ジ
オ

居
原
田
楽
器
居

長
崎
書
庖

商
工
会
議
所
市
役
所
市
民
相

談

室

公

民
館

社
会
教
育
課

企
入
場
券

A

干
三
百

円

(

一

般

)

B

六
百
円
(
中
・
高
生
)

-
ブ
ル
ガ
リ
ア

国
立
ソ
フ
ィ
ア

少
年
少
女
合
唱
団

大
村
公
演

東
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
は
合
唱
が
活
発

で
す
。ブ

ル
ガ
リ
ア
国
立
ソ
フ
ィ
ア
少

年
少
女
合
唱
団
は
、
自
然
で
民
族

の
伝
統
に
根
ざ
し
た
歌
唱
法
と
幅

広
い
レ
パ
ー
ト
リ
ー
を
も
っ
て
い

ま
す
。一

九
七
四
年
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
青

各
地
区
農
協
支
所
長
さ
ん

少
年
音
楽
祭
で
十
五
カ
国
、
九
十

三
の
合
唱
団
を
お
さ
え
て
、
一
位

に
か
が
や
い
た
合
唱
団
で
す
。

日
時
五
月
二
十
九
日
(
日
)

開
演
午
後
一
時
三
一
十
分

場
所
市
民
会
館

主

催

N

B

C
長
崎
放
送

後

援

市

教
育
委
員
会

大
村
市
音
楽
団
体
協
議
会

入

場

券

指
定
席
二
千
円
、

親
子

指
定
席
三
千
五
百
円
.
立
見
席

千
円
で
、
本
町
の
森
竹
電
器
、

駅
通
り
の
ア
オ
パ
ラ
ジ
オ
、
古

町
の
原
田
楽
器
屈
で
販
売
し
て

い
ま
す
。

※
詳
し
く
は
N
B
C
(
凪

O
九
五

八
1

二
四
|
一一一

一
一
一
内
線
二

四
一
)
へ
お
問
い
合
せ
下
さ
い

募

集

-
市
美
術
展
作
品

第
十
七
回
美
術
展
覧
会
の
作
品

を、

次
の
と
お
り
募
集
し
ま
す
。

会

期

六

月
三
日

t
六
日
(
午
前

九
時

l
午
後
五
時
)

但
し
、
最
終
日
は
午
後
四
時
ま

で会
場
市
民
会
館
会
議
室

出
品
部
門
と
体
裁

ム
洋
画
U
F
六
号
以
上
で
額
縁
入

ム
日
本
画
(
南
画
)
U
F
八
号
以

ま
た
は
農
業
委
員
さ
ん
へ

上
で
表
具
を
つ
け
る

ム
書
道
H

色
紙
(
条
幅
は
半
切
)

以
上
で
額
入
、
ま
た
は
表
装
と

し
仮
巻
は
認
め
な
い

ム
写
真
日
モ
ノ
ク

ロ

カ
ラ
ー
を

間
わ
ず
、

わ
く
張
り
ま
た
は
額

入
り
と
し
.
単
ま
た
は
組
写
真

共
半
切
(
但
し
カ
ラ
ー
は
四

ツ
切
)
以
上
全
倍
を
限
度
と
す

る。
。
彫
塑
工
芸
日
竹
・
木
工
芸
、
陶

芸
、
染
色
と
し
陳
列
に
便
利
で

安
全
な
体
裁
に
す
る
乙
と

但
し
石
、
木
の
根
な
の
で
創
作

性
に
之
し
い
も
の
は
認
め
な
い

ム
版
画
H

洋
画
の
部
に
準
ず
る

ム
商
業
美
術
日
西
洋
紙
全
紙
大
で

わ
く
張
り
ま
た
は
台
紙
を

つ
け

る
出
品
資
格
市
内
在
住
の
一

般
の

人

(
市
内
に
職
場
の
あ
る
通
勤

者
も
準
ず
る
)

但
し
、
小
・
中
学
生
は
除
く

出
品
作
品
の
制
限
お
よ
び
点
数

自
作
未
発
表

(市
展
)
の
も
の

に
限
る

(他
展
に
出
品
さ
れ
た

も
の
は
ど
遠
慮
下
さ
い
)

各
部
門
と
も
、
各
人
二
点
ま
で

出
品
手
数
料
出
品
者
各
部
門
ど

と
に
一
人
三
百
円

出
品
申
込

所
定
の
申
込
書
に
出

品
手
数
料
を
添
え
、
五
月
二
十

四
日
正
午
ま
で
に
市
教
委
社
会

ど
う
ぞ

教
育
課

へ
(
期
日
厳
守
)

作
品
搬
入
六
月
二
日
午
前
九
時

か
ら
午
後
一
時
ま
で
に
会
場
へ

作
品
搬
出

最
終
日
終
了
後
、
係

員
立
会
い
に
て
行
な
い
、
そ
れ

以
後
は
作
品
の
責
任
は
負
い
ま

せ
ん

※
そ
の
外
詳
し
く
は
市
社
会
教
育

課
へ

国
郵
便
貯
金

婦
人
モ
ニ
タ
ー
を

依
頼
事
項

郵
便
貯
金
に
関
す
る

郵
政
省
か
ら
の
ア
ン
ケ

ー
ト

(
任
期
中
三
回
程
度
)
に
回
答

す
る
ほ
か

随
時
意
見
要
望
を

提
出
す
る

応
募
資
格

郵
便
貯
金
を
利
用
し

て
い
る
二
十
歳
以
上
の
女
性
の

方
、
た
だ
し
郵
政
職
員
及
び
そ

の
家
族
は
除
く

任

期

依

頼
の
日
か
ら
昭
和
五
十

三
年
三
月
末
日
ま
で

謝
礼
五
千
円

応
募
方
法
「
郵
便

ハ
ガ
キ
」
に

次
の
事
項
を
記
入
し
て
、
お
近

く
の
郵
便
局
に
差
し
出
し
て
下

さ
い
。

。
住
所

(
郵
便
番
号
)

O
氏
名

。
年
齢

。
電
話
番
号

。
モ
ニ
タ
ー
に
応
募
し
た
動
機

ま
た
は
貯
蓄
に
関
す
る
感
想

。
各
種
モ
ニ
タ
ー
の
経
験
の
有

無

応
募
締
切
五
十
二
年
五
月
三
十

一
日
消
印
ま
で

発
表

受
持
郵
便
局
か
ら
お
知
ら

せ
し
ま
す

(
大
村
郵
便
局
)

圃
柔
道
教
室
学
生

目
的

青
少
年
の
心
身
の
鍛
練
と

礼
儀
正
し
さ
を
身
に
つ
け
る
こ

ム」
対
象
一
般
、
高
校
生
、
中
学
生

小
学
生

日
時

毎
週
火
、
木
曜
日

午
後
六
時

t
八
時

場

所

市

武
道
館

連
絡
先

練
習
日
は
武
道
館
、
ま

た
は
竹
松
本
町
浦
山
宅
(
皿
五

|
七
八
一

一
)

-
青
年
団

バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル

ク

ラ

ブ

員

練
習
日

毎
週
木
曜
日

時
l
九
時

場
所

市
民
体
育
館

対
象
一
般
(
男
女
不
問
)

会

費

入

会
金
な
し
一
カ
月
千

円
申
込

毎
週
木
曜
日

館
へ

午
後
七

市
民
体
育
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ス
ポ
ー
ツ

-
第

2
回

老
人
体
育
大
学
を
開
設

気
軽
に
参
加
で
き
る
ス
ポ
ー
ツ

を
と
お
し
「
健
康
と
生
き
が
い
」

を
理
解
し
て
い
た
だ
き
、

健
康
で

明
る
く
豊
か
な
生
活
を
願
っ
て
聞

き
ま
す
。

対
象
者

市
内
在
住
の
六
十
歳
以

上
の
男
女

募
集
人
員
四
十
人

開
設
日
時
六
月
十
五
日

l
八
月

二
十
四
日
(
毎
週
水
曜
日
)

午
前
十
時
l
十
二
時

内
容

長
寿
体
操
・

軽
ス
ポ
ー
ツ

健
康
相
談

・
ゲ
l
ム
・
野
外
活

動
参
加
料

無
料

傷
害
保
険
加
入
金
三
百
円

場
所

市
民
体
育
館

申

込

六

月
十
目
ま
で
に
住
所
、

氏
名
、
年
齢

電

話

番
号
を
、

ハ
ガ
キ
か
電
話
で
市
体
育
課
へ

圃
春
季
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

選
手
権
大
会
の
成
績

四
月
二
十
四
日
(
日
)
男
子
十

五
チ

l
ム
、
女
子
十
チ
ー

ム
の
参

加
で
盛
会
の
う
ち
に
終
了
し
ま
し

た。

結
果
は
次
の
と
お
り

。
男
子
六
人
制

優
勝

大
村
工
業
高
校

二
位

大
村
ク
ラ
ブ

。
男
子
九
人
制

優
勝

竹
松
部
隊

二

位

大

村
部
隊
B

。
女
子
九
人
制

優
勝

大
村
婦
人
ク
ラ
ブ

二
位

P
K
ク
ラ
ブ

園
柔
道
昇
段
審
査
会

五
月
二
十
八
日

日
時時

場

所

市

武
道
館

対

象

初

段
、
二
段
、
三
段

審
査

学
科、

実
技、

投
げ
の
形

受
段
料

初
段
千
五
百
円

二
・

三
段
二
千
円

主

催

大

村
東
彼
地
区
柔
道
協
会

午
後

圃
ニ
ッ
タ
ク
杯

卓

球

大

会

日
時
五
月
二
十
九
日

(
日
)

午
前
九
時
l
午
後
五
時

場

所

市

民
体
育
館

参
加
料

シ
ン
グ
ル

ス

一
般

・

高
校
三
百
円

ダ
ブ
ル
久

一
組
四
百
円

試

合

一

般

・
高
校

・
中
学

・
シ

ニ
ア
各
シ
ン
グ
ル
ス
・
一

般
ダ

事
フ
ル
ス

申
込
先
大
村
ス
ポ
ー

ツ
社、

旭

堂
ス
ポ
ー
ツ
社
、
向
陽
ス
ポ
ー

ツ
社
、

親
和
金
融
内
大
村
卓
協

事
務
局

講

習

A 
Z玄

園
母
と
子
の
絵
画
教
室

絵
画
を
と
お
し
て
母
と
子
の
ふ

れ
合
い
の
中
で
情
繰
豊
か
な
創
造

性
を
養
・つ
絵
画
教
室
を
聞
き
ま
す

日

時

六

月
二
日

t
八
月
四
日
、

毎
週
木
曜
日、

午
後
二
時
三
十

分

l
四
時

場

所

中

央
公
民
館

対
象

幼
児
か
ら
小
学
校
低
学
年

の
子
ど
も
と
お
母
さ
ん

定
員
十
五
組
(
三
十
人
)

受
講
料

無
料
(教
材
費
は
実
費
)

講
師

東
京
美
術
大
空
卒

秋
山
和
子
先
生

申
込

受
講
希
望
者
は
、
氏
名
、

生
年
月
日
、
職
業
、
住
所
、
電

話
番
号
を
記
入
の
上
、
ハ
ガ
キ

か
電
話
で
申
し
込
ん
で
下
さ
い

定
員
に
な
り
次
第
締
切
り
ま
す

申
込
先

久
原
郷
一
の

一

中
央
公
民
館
皿
二
l
四
三
二

一

圏
内
ミ
リ
映
写
機

操
作
技
術
認
定
研
修
会

主

催

市

視
聴
覚
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー

日
時
五
月
二
十
五
日
(
水
)

午
後
六
時
l
九
時

対

象

一

般
成
人
(
日
ミ
リ
映
写

叫
』

-1
J
E
、f
e
J
t
f
'-Ere
-
J
、B
-
'・z
，、
fee
，E
，r-9
・E，e'hJ
、3
-
1
J
E
、f
，，，f
，fF
E
，dej
‘、Y
1
.，、
f
，，，f
，-f
、re'-r
‘、，
ょう
-，、
f
de，r
，J
d、Jee-
』正、，
r
二一，‘、
J-「

川

|

ご

寄

付

あ

り

が

と

う

ご

ざ

い

ま

し

た

l

川

J

社

会

福

祉

事

業

費

へ

金

一

封

の
忌
明

に

を

へ

V

ム
岩
松
郷
五
六
一
の
岩
永
満
雄
ム
松
並
二
丁
目

一
二
四
の
こ
の
C

大
村
子
ど
も
の
家
へ
ご
預
託

V

叩

さ

ん
は
、
亡
妻
イ
キ
さ

ん

の

一

O
六
号
荒
木
実
さ
ん
は
、
亡

ム
大
阪
市
の
家
治
敏
明
さ
ん
は

れ

人

忌
明

に

母

タ

ケ

さ

ん

の

忌
明
に

恵
ま
れ
な
い
子
供
の
た
め
に
ん

V

ム
小
路
口
本
町
の
尾
崎
英
雄
さ

ム
宮
小
路
三
丁
目
の
多
良
豊
さ
ん

金

一
封
を

J

叫

ん

は

、

亡
父
増
次
郎
さ

ん

の

は

、

亡

妻

美
代
子
さ
ん
の
忌
明

ム
本
町
二
丁
目
の
赤
水
清
春

さ

~

ん

忌
明

に

に

ん

は

、

慰
問
費
と
し
て
売
上

一

ハ
ム
本
小
路

一
二
六
の
田
川
ハ
ル

ム
祝
崎
郷
八
O
O
の
津
田
ス

ミ
さ

代
金
の一

部
を

J

い

さ
ん
は
、

亡
夫
博
さ
ん
の
忌

ん
は
、

亡
夫
茂
さ
ん
の
忌
明
に
特
別
養
護
老
人
ホ
l
ム
慈
恵
荘
ハ

V

明
に

ム
協
和
町
七
二
九
の
横
山
タ
ツ

エ

ム
松
並

一
丁
目
の
西
村
正
登
さ

~

γ

ム
並
松
郷
五
六
七
の
早
田
武
晴

さ
ん
は、

拾
得
金
の
返
還
金
を

ん
は
、

亡
妻
涼
子
さ
ん
の
忌

い

川
さ
ん
は
、

亡
三
女
博
美
さ
ん

ム
市
内
匿
名
氏
さ
ん
は
、

息
子

さ

明

に
あ
た
り
金

一
封
を

J

~

の

忌
明

に

ん

の

給
料
の一

部
を

支
通
漬
児
の
た
め
に
ご
預
託

J

V

ム
木
場
郷
九
八
四
の
四
の
森

政

ム

長
崎
市
滑
石
町
二
三
三
の
一

O

ム
市
内
匿
名
氏
さ
ん
は
、

金
一

川

h

代
さ
ん
は
、
亡
夫
憲
次
さ

ん

の

中

内

清

一
さ
ん
は、

金

一
封

封

を

均

九、，
z
，ご
t
f
t
f

-fe
J
'tJ
、，
:二、t
f'
t

J

J

〉
、E
L
--t
f''r
e
J
J
'
J
、，
te
--t
f
，r
J
-
e
J
e-
-
〉
't
i

f-
-
f
f
J
'Z
J
3
一三‘

'L

機
操
作
技
術
認
定
証
所
有
者
)

定

員

三

十
人

研
修
料

無
料

申
込

電
話
か
ハ
ガ
キ
で・
申
込
み

下
さ
い
(
定
員
に
な
り
次
第
締

切
り
ま
す
)

申

込

先

市
視
聴
覚
ラ
イ
ブ
ラ
リ

l

(
久
原
郷

一
の
て
中
央
公

民
館
内
)
皿
二
l
四
三
二
一

鴎
働
く
婦
人
の

家
庭
教
育
講
座

「働
い
て
い
る
婦
人
に
も
勉
強

の
機
会
を
l
」
と
い
う
希
望
に
応

え
て
、
夜
間
に
、
家
庭
に
お
け
る

子
ど
も
の
教
育
に
関
す
る
家
庭
教

育
講
座
を
開
設
し
ま
す
。

日
時

六
月
七
日
l
五
十
三
年
二

月
十
四
日

毎
月
第

一
・
三
火

曜
日
、
午
後
七
時

t
九
時

場

所

中

央
公
民
館

対
象

働
く
婦
人

質
員

三
十
人

受
講
料

無
料

申
込

住
所
、
氏
名
、
生
年
片
日

職
業
、
電
話
番
号
を
記
入
の
上

ハ
ガ
キ
か
電
話
で
申
し
込
ん
で

下
さ
い

(定
員
に
な
り
次
第
締

切
り
ま
す
)

申
込
先

久
原
郷

一
の
一

中
央
公
民
館

血
二
|
四
三

二

翻
フ
ォ
ー
ク
ダ
ン
ス

初
心
者
講
習
会

主

催

大

村
フ
ォ

ー
ク
ダ
ン
ス

後
援

市

教
育
委
員
会

期
日
六
月
一
日
、
八
日
、

十
五

目
、
二
十
二
日
、
二
十
九
日

(
毎
週
水
曜
日
)

場
所

中
地
区
公
民
館
講
堂

時
間

午
後
七
時

t
九
時

対

象

一

般

会
費

無
料

連
絡
先

大
川
田
町
八
九
八

森
本

則
子
先
生
へ

(
血
五

l
O
四
八
三
)

※
軽
装
の
う
え
、
か
か
と
の
高
い

靴
は
御
遠
慮
下
さ
い
。
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